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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第21期
第１四半期
連結累計期間

第22期
第１四半期
累計期間

第21期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 110,845 144,325 493,542

経常損失（△） (千円) △ 90,341 △ 97,155 △387,351

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
又は四半期（当期）純損失（△）

(千円) △ 92,730 △ 97,728 △423,108

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 641,354 648,184 647,844

発行済株式総数 (株) 4,165,600 4,181,350 4,179,650

純資産額 (千円) 757,790 343,663 440,711

総資産額 (千円) 1,094,871 803,820 800,066

１株当たり四半期（当期）純損失（△） (円) △22.39 △23.38 △101.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.2 42.8 55.1
 

(注)１．当社は、当第１四半期会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、第21期第１四半期累計期間に代え

て、第21期第１四半期連結累計期間について記載しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在するものの、１株当たり四半

期純損失又は１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。

なお、当第１四半期累計期間より報告セグメントの名称を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

また、主要な関係会社における異動は、次のとおりであります。

＜ミャンマー＞

当第１四半期累計期間において、2022年4月１日付けでG-NEXT Company Limitedの株式の全株式を譲渡したことに

より、連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、当社は、クライアント社内での基幹システム刷新（クラウド化）やリモートでの意思決定機会の増加によ

り、導入までの意思決定リードタイムが長期化・遅延し、受注が後ろ倒しとなる傾向が続きました。その結果、当

第１四半期累計期間の営業損失は96,687千円、経常損失は97,155千円、四半期純損失は97,728千円となり、継続企

業の前提に重要な疑義を生じさせる事象または状況が存在していますが、中長期的に安定的なビジネスモデルを目

指すため、売上構成をフロー型からストック型へ重点移行する方針に従い、ストック型の収益（ライセンス料等）

を重視したことによる影響が主因であると認識しております。

このような状況下で、当社は、既存事業については、オンプレからクラウドへのリプレイス推進によるストック

売上高の増加、新規事業については、当期に推進した事業提携や協業案件の深耕・拡張による将来収益の安定化等

により、中長期の安定的かつ非連続な成長をめざしていく方針です。

今後、策定した中期経営計画に基づき事業が進捗することで、当該事象等は解消し、黒字化を確保できるものと

考えております。また、金融機関との特殊当座借越契約、及び当四半期会計年度末において629,280千円の現金及び

預金を保有していることから、事業計画に基づく資金計画を評価した結果、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性は認められないと判断しております。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものです。当社は、2022年

４月１日付で連結子会社であったG-NEXT Company Limitedの全株式を譲渡いたしました。これにより、当第１四半期

累計期間より非連結決算に移行したことから、従来連結で行っておりました開示を個別開示に変更いたしました。な

お、当第１四半期累計期間は非連結決算初年度にあたるため、前年同四半期の数値及びこれに係る増減率等の比較分

析は行っておりません。

　

(1)　経営成績の状況

当第１四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、ワクチン接種

の進展等はあるものの、オミクロン株等の変異種による感染症の再拡大も懸念されております。また、世界的な原

油価格の高騰、ロシア・ウクライナ情勢、サプライチェーンの停滞などによる資源価格の上昇、世界経済の停滞等

も関係し、依然として先行き不透明な状況で推移しています。

このような状況の中、政府の「働き方改革」の施策のもと、企業の業務アプリケーションのクラウド化（単機能

SaaSの活用等）が進んでおりますが、その実態は、各部門が業務ごとのクラウドサービスを個々に利用している状

態であり、これにより企業全体の最適化ではなく、部分最適が進んでしまったがために情報が偏り、うまく使えて

いない状態が発生し、記憶と勘に頼った企業活動をしている状態が課題になっていると当社では考えております。

加えて、企業における複数のクラウドサービスの利用は、個別のサービス内にデータベースとして情報が蓄積され

ているため、すぐに切り替えることができない状況という点も課題であると考えております。

　当社は、ステークホルダーDXプラットフォーム「Discoveriez」（当第１四半期会計期間より顧客対応DXプラット

フォームからステークホルダーDXプラットフォームに名称を変更）を通じて、このような企業の「情報の分断」を

解決するべく、「分断した情報」を「つなぐ」「まとめる」「活用する」ことで、それぞれに必要な情報が集約さ

れ、その情報をもとに社内外のやり取りを最適化しており、その中で「業務が楽になった」「見えなかった情報が

見えるようになったことで仕事が楽しくなった」などの喜びの声を多数いただいてきました。その結果、様々な業

種・業界のリーディングカンパニーに導入していただいております。事業領域についても、これまでのお客さま相

談室を中心とした市場から、営業BPO市場、コンタクトセンター市場等にも拡大しております。

　当社は、市場の拡大・変化及び競合企業の動向など経営環境の変化に対応すべく、ステークホルダーDXプラット

フォーム「Discoveriez」を中心に常にフィードバックを活かしていく体制を構築することで、持続的な成長の実現

に取り組んでおります。また、お客さまの声を社内外で活用される世界を作り、さらには、当社が提唱するSRM(※

１)を実現するために、「ビジネス現場に革命的な「楽」をつくる」と我々の使命（ミッション）を再定義し、現場

をより良く変えていく仕組み作りを具体化してまいります。

　以上のような取り組みの結果、クラウドARR(※２)の力強い成長が貢献して、当第１四半期累計期間の売上高は

144,325千円となりました。損益面では、組織強化に伴う人件費増加により、営業損失は96,687千円、経常損失は

97,155千円、四半期純損失は97,728千円となりました。

なお、当第１四半期会計期間より従来「顧客対応DXプラットフォーム事業」としていた報告セグメントの名称を

「ステークホルダーDXプラットフォーム事業」に変更しております。当該変更は報告セグメントの名称変更のみで

ありセグメント情報に与える影響はありません。

 また、当社は、ステークホルダーDXプラットフォーム事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報に

関連付けた記載を行っておりません。

 
(※１) SRM

Stakeholders Relationship Managementの略で、多様なステークホルダーの声の循環を通じ、各々の関係性

を可視化することで、収益拡大のための最適な改善手法を見つけ、企業価値向上の実現を目指す、新たな経

営戦略・手法のこと。

(※２) ARR

Annual Recurring Revenueの略で、毎年決まって得ることが出来る収益であり、年間経常収益のこと。
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(2)　財政状態の分析

(資産)

　当第１四半期会計期間末における総資産は803,820千円となり、前事業年度末に比べ3,753千円増加しました。こ

れは主に、売掛金及び契約資産が67,973千円、未収消費税等が37,359千円減少した一方で、現金及び預金が109,068

千円増加したこと等によるものであります。

 
  (負債)

　当第１四半期会計期間末における負債は460,156千円となり、前事業年度末に比べ100,802千円増加しました。こ

れは主に、前受収益が112,343千円増加したこと等によるものであります。

 
 (純資産)

　当第１四半期会計期間末における純資産は343,663千円となり、前事業年度末に比べ97,048千円減少しました。こ

れは主に、四半期純損失を97,728千円計上したことにより、利益剰余金が同額減少したこと等によるものでありま

す。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありま

せん。

 
(4)　研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発費の総額は、37,538千円となっております。なお、当第１四半期累計期間

における当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジーネクスト(E36398)

四半期報告書

 5/17



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,750,000

計 10,750,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,181,350 4,191,350
東京証券取引所
 （グロース）

単元株式数は100株であります。

計 4,181,350 4,191,350 ― ―
 

（注）１．特定譲渡制限付株式の発行により提出日現在の発行済株式総数が10,000株増加しております。

２．提出日現在の発行済株式数のうち18,000株は特定譲渡制限付株式の発行に伴う金銭報酬債権の現物出資

15,020千円によるものであります。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2022年５月24日（注） 1,700 4,181,350 340 648,184 340 578,184
 

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 
(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。
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① 【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 

4,178,200
41,782

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式であります。
なお、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式 1,450 ― ―

発行済株式総数 4,179,650 ― ―

総株主の議決権 ― 41,782 ―
 

 

② 【自己株式等】

       該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

なお、当社は2022年４月１日に連結子会社であったG-NEXT Company Limitedの全保有株式を譲渡いたしました。こ

れにより、当社は当第１四半期会計期間より四半期財務諸表を作成しているため、四半期損益計算書及び注記に係る

比較情報を記載しておりません。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2022年４月１日から2022年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、東邦監

査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社は、前事業年度に連結子会社であったG-NEXT Company Limitedの全保有株式を当第１四半期に譲渡したことに

より、連結子会社が存在しなくなったため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 520,212 629,280

  売掛金及び契約資産 154,695 86,722

  仕掛品 5,729 5,478

  前払費用 21,989 23,035

  未収入金 75 ―

  未収還付法人税等 9,478 8,472

  未収消費税等 37,639 279

  その他 5 83

  流動資産合計 749,824 753,353

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物附属設備（純額） 0 0

   工具、器具及び備品（純額） 989 915

   有形固定資産合計 989 915

  無形固定資産   

   ソフトウエア 21,332 27,342

   ソフトウエア仮勘定 5,691 ―

   無形固定資産合計 27,023 27,342

  投資その他の資産   

   投資有価証券 21,050 21,050

   出資金 40 40

   長期前払費用 51 32

   差入保証金 1,086 1,086

   投資その他の資産合計 22,228 22,209

  固定資産合計 50,242 50,467

 資産合計 800,066 803,820

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 30,718 27,626

  短期借入金 7,088 5,840

  1年内返済予定の長期借入金 34,344 37,562

  未払金 23,746 20,145

  未払費用 30,329 32,245

  預り金 2,619 3,023

  前受収益 20,975 133,318

  流動負債合計 149,821 259,763

 固定負債   

  長期借入金 206,446 197,296

  退職給付引当金 3,086 3,097

  固定負債合計 209,532 200,393

 負債合計 359,354 460,156
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 647,844 648,184

  資本剰余金   

   資本準備金 577,844 578,184

   資本剰余金合計 577,844 578,184

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △784,977 △882,705

   利益剰余金合計 △784,977 △882,705

  株主資本合計 440,711 343,663

 純資産合計 440,711 343,663

負債純資産合計 800,066 803,820
 

EDINET提出書類

株式会社ジーネクスト(E36398)

四半期報告書

10/17



(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 144,325

売上原価 95,441

売上総利益 48,883

販売費及び一般管理費 145,570

営業損失（△） △96,687

営業外収益  

 受取配当金 0

 還付加算金 177

 営業外収益合計 177

営業外費用  

 支払利息 646

 その他 0

 営業外費用合計 646

経常損失（△） △97,155

税引前四半期純損失（△） △97,155

法人税、住民税及び事業税 572

法人税等合計 572

四半期純損失（△） △97,728
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

減価償却費 3,189千円
 

 

(株主資本等関係)

 当第１四半期累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

 １ 配当金支払額

  　 該当事項はありません。

 
 ２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

 　　該当事項はありません。

 

 ３　株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　当第１四半期累計期間(自　2022年４月１日 至　2022年６月30日)

当社の事業セグメントは、ステークホルダーDXプラットフォーム事業のみの単一セグメントであるため、セ

グメント情報の記載を省略しております。なお、当第１四半期会計期間より、事業内容をより適切に表示する

ため、従来「顧客対応DXプラットフォーム事業」としていた報告セグメント名称を、「ステークホルダーDXプ

ラットフォーム事業」に変更しております。なお、この変更はセグメント名称の変更のみであり、セグメント

情報に与える影響はありません。
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(収益認識関係)

 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社は、ステークホルダーDXプラットフォーム事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益をサー

ビス区分に分解した情報は、以下のとおりであります。

 
 当第１四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　    （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
ステークホルダーDX
プラットフォーム事業

クラウドサービス オンプレサービス その他

一時点で移転される財 47,991 6,448 15,538 69,978

一定の期間にわたり移転され
る財

51,049 22,947 349 74,346

顧客との契約から生じる収益 99,041 29,396 15,887 144,325

その他の収益 ― ― ― ―

外部顧客への売上高 99,041 29,396 15,887 144,325
 

（注）「セグメント情報等」に記載のとおり、当第１四半期会計期間より、従来の報告セグメントである「顧客対

応DXプラットフォーム事業」の名称を「ステークホルダーDXプラットフォーム事業」に変更しております。

また、収益の分解情報につきまして、従来はサービス区分別のみ開示しておりましたが、経営管理上ストッ

ク型の売上の重要性が高まっていることから、当第１四半期会計期間より財又はサービスの移転の時期によ

る区分方法に変更しております。

 
(１株当たり情報)

  １株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △23円38銭

(算定上の基礎)  

　四半期純損失（△）(千円) △97,728

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △97,728

　普通株式の期中平均株式数(株) 4,180,360

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度
末から重要な変動があったものの概要

―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

     １株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　　2022年８月15日

株式会社ジーネクスト

取締役会  御中

 
東邦監査法人

 

東京都千代田区
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 小　池　利　秀  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 木　全　計　介  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジーネ

クストの2022年４月１日から2023年３月31日までの第22期事業年度の第１四半期会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジーネクストの2022年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。 また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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